
地
域
の
「
み
ま
も
り
」
で

子
ど
も
の
安
全
を
！

GPS端末を使ってみて

利用者の感想

各地区民児協の活動紹介

認
知
症
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
受
付
窓
口
】

地
域
包
括
ケ
ア
課

☎
０
４
８‒

９
６
３‒

９
１
６
３

GPS端末

編集 後記

　
認
知
症
に
よ
り
外
出
時
に
行
方

不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
々

に
、
耳
寄
り
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
越
谷
市
で
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
利
用
し
た
位
置
検
索
端
末
機

（
以
下
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
）
の
貸
し
出
し

を
助
成
す
る
、「
認
知
症
徘
徊
高
齢

者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
存
じ
で

す
か
。

　
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
、
対
象
と

な
る
高
齢
者
に
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
介
護
者
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
で
現
在
位
置
情
報
を
得
る
仕

組
み
で
す
。
介
護
者
の
携
帯
電
話

は
複
数
登
録
可
能
で
す
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
位
置
情
報
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
電
話
で
の
問
合
せ
に
よ
り
、

位
置
情
報
（
現
在
の
居
場
所
）
を

取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
課
が
窓
口
と
な

り
受
付
を
行
な
い
ま
す
。
利
用
料

は
月
額
９
０
０
円
。
助
成
対
象
者

は
市
内
に
住
所
を
有
し
、
認
知
症

に
よ
り
外
出
時
に
行
方
不
明
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
で
す
。

　
手
続
き
は
次
の
通
り
で
す
。
申

し
込
み
後
、
地
区
担
当
職
員
と
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、

介
護
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
申
請

後
に
支
援
が
決
ま
り
ま
す
と
、
端

末
を
扱
う
事
業
者
よ
り
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
と
取
扱
説
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
に
は
「
日
常
生
活

賠
償
補
償
制
度
」（
個
人
賠
償
責
任

保
険
）
が
付
い
て
お
り
、
偶
然
な

事
故
に
よ
り
相
手
方
か
ら
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
備
え
る

も
の
で
す
。
申
し
込
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
皆
様
に
と
っ
て
、

高
齢
者
が
知
ら
な
い
う
ち
に
外
出

し
行
方
不
明
に
な
れ
ば
、
心
配
で

気
が
休
ま
り
ま
せ
ん
。
一
度
利
用
し

て
み
れ
ば
そ
の
良
さ
が
分
り
ま
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
該
当
の

方
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
埼
玉
県
警
察
に
よ
る
と
、
18
才
以
下
の

子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
か
ら
の
声
か
け

が
、
令
和
３
年
に
は
県
内
で
３
千
28
件
、

越
谷
市
内
で
も
１
３
５
件
も
起
き
て
お

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
は
、
子
ど
も
へ
の
「
み
ま
も
り
隊
」

活
動
や
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の

防
犯
意
識
の
高
い
地
域
で
は
、
犯
罪
の
頻

度
は
低
い
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
の
周
囲

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
不
審
者
か
ら
子

ど
も
へ
の
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
も
「
み
ま
も
り
」
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
越
谷
市
で
は
、
ご
み
集
積

所
に
ご
み
を
持
ち
出
す
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
ご
自
宅
ま
で

訪
問
す
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ

て
声
か
け
に
よ
る
安
否
の
確

認
も
行
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
と
て
も
便
利
で
安
心
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
日
常
の
ゴ
ミ
出
し
で
お
困

り
の
方
は
、
左
記
ま
で
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
お
問
い
合
せ
】

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
４
８-

９
７
６-

５
３
７
５

　私は、認知症徘徊高齢者（以下本人
といいます）の介護をしている者とし
て、介護経験談をお話しいたします。
　コロナが蔓延し、「ステイホーム」が呼びかけられた時期
に仕方なく家に施錠をしたところ、本人は一段と外に出たが
り、出られないが故に心の安定が損なわれていくようでした。
　本人は、１日１回の散歩のため戸外に出ると、放たれた小
鳥のように嬉しそうに両手を大きく広げ深呼吸します。その
様子を見て日中は開錠すると決めました。案の定、昼夜関係
なく外出し、そのたびに後を追い、見守り続けることはつら
い作業でした。見失った時の不安と自責の念にかられながら、
無事帰った時は本当に安堵の涙でした。そして、何とか行き
先を把握できないものかと思い悩みました。
　そんな折り、在宅支援のケアマネージャーさんから、「認
知症徘徊高齢者家族支援サービス」の情報を聞き、申請する
と迅速な助成決定をいただき「GPS端末」が届きました。
約５cmほどの小さな端末機で、スマホに登録すると現在地
の確認ができます。GPS端末を身につけてもらってからは
後を追うこともなく、15分おきに位置を確認するだけで行動
がわかりました。現在地を示す「☆印」が動かなくなった時は、
異常が発生した可能性が大ですので、直ちにGPS情報を頼
りに出向きます。本人が自分の居場所がどこなのか分らなく
なっていたり、歩けなくなって立ちつくしていたりなどの
ケースがありました。
　GPS端末で守られた現在は、「～してはダメ」の禁止令を
使うのは大幅に減り、本人は自由に外出できています。介護
者にとっても精神的緊張が外れ、「行ってくる」「行ってらっ
しゃい」と、軽い心で送り出しています。私のこの経験が、
同じ境遇におられる方々にお役に立てれば幸いです。

　今号も、地域の皆様に民生委員の活動を
知ってもらえるような紙面づくりに心がけま
した。これからも、身近な相談役として、住

民と歩んでいき
たいと思います。
越谷13地区から
選出された25名
で制作しました。

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣に委嘱された非常勤特別職の
地方公務員です。高齢者や障がいのある方、子育て中の人などが安全
で安心して暮らせるよう支援しているボランティアです。法律により
守秘義務が課せられています。安心して相談してください。

民生委員・児童委員

あなたのまちの相談相手あなたのまちの相談相手
もっと知ってほしい !　民生委員・児童委員のこと

　高齢での生活不安、介護の悩み、障がい者の
支援など、様々な相談に応じています。相談内
容にあわせて福祉サービス
の紹介や、地域の専門機関
とのつなぎ役をしています。

主任児童委員

　民生委員・児童委員と
ともに学校や児童相談所
などと連携し、子どもや
子育てに関する支援を
行っています。

何かあったのかしら？
行政に連絡してみよう

お変わり
ありませんか？

医療・健康、
介護予防・予防
サービス等の相談

相談を受ける

訪問する

地域活動
健康体操
ふれあいサロン
子育てサロン

見守る

大
袋
地
区

　
越
谷
市
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
民
児
協
で

す
。
地
域
性
が
大
き
い
の
で
、
地
域
ご
と

に
７
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
情
報
交
換
や

共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
施
設

見
学
研
修
、
小
中
学
校
と
の
懇
談
会
や
地

域
福
祉
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
沢
地
区

　
大
沢
地
区
の
民
生
委
員
は
民
生
委
員
信

条
の
「
隣
人
愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
」
を
基
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
定
例
会
で
は
、
民
生
委
員
活
動
の

よ
り
深
い
知
識
や
具
体
的
活
動
の
解
決
策

を
得
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
越
谷
地
区

　
北
越
谷
地
区
は
少
数
な
ら
で
は
の
ま
と

ま
り
の
あ
る
協
議
会
で
す
。
高
齢
者
向
け

サ
ロ
ン
（
月
１
回
）
や
介
護
予
防
体
操
（
週

１
回
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

通
学
の
見
守
り
や
さ
く
ら
ま
つ
り
、
地
区

文
化
祭
に
参
加
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

越
ヶ
谷
地
区

　
地
域
の
方
々
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
心
が
け
、
見
守
り
活
動
や
自
治

会
・
小
中
学
校
と
の
情
報
交
換
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
、
委
員
同
士
も
お

互
い
の
持
て
る
力
を
出
し
合
い
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

南
越
谷
地
区

　
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
赤
い

羽
根
共
同
募
金
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
へ

の
参
加
、地
区
小
中
学
校
へ
の
学
校
訪
問
、

研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

講
演
会
等
へ
の
参
加
で
委
員
の
交
流
を
計

り
つ
つ
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

大
相
模
地
区

　
毎
月
の
定
例
会
で
は
委
員
間
の
意
見
・

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

動
橋
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
文

化
祭
に
参
加
し
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
協
議
会
は
「
明
る
く
・
楽
し
く

活
動
し
よ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

川
柳
地
区

　
川
柳
地
区
は
、
13
名
の
民
生
委
員
・
主

任
児
童
委
員
で
定
例
会
を
中
心
に
見
守
り

や
声
か
け
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
小
中

学
校
と
連
携
し
地
域
福
祉
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
活
動
を
地
域
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

蒲
生
地
区

　
地
区
協
議
会
で
は
４
部
会
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
各
部
会
で
は
関
係
施

設
へ
の
視
察
研
修
や
講
師
を
招
き
委
員
全

員
で
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
や

委
員
間
で
の
情
報
共
有
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

出
羽
地
区

　
地
区
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
福
祉
関
連

施
設
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
に
は
地
区
小
学
校
の
教
員
お
よ
び

学
区
内
の
民
生
委
員
が
集
ま
り
、
学
校
や

地
域
生
活
、
登
下
校
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

荻
島
地
区

　
民
生
委
員
活
動
は
高
齢
者
か
ら
未
就
学

児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は

見
守
り
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
相
談
内

容
が
難
し
い
際
は
定
例
会
等
で
委
員
全
員

で
共
有
し
て
い
ま
す
。
荻
島
地
区
の
人
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

新
方
地
区

　
新
方
地
区
は
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
の

高
い
地
域
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、

高
齢
者
支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
内
の
小
中
学
校
と
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
や

地
区
フ
ェ
ス
タ
等
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

桜
井
地
区

会
長

　得
上 

成
子

会
長

　中
山 

和
子

会
長

　齊
藤 

峰
雄

会
長

　島
村 

久
孝

会
長

　松
原 

勝
男

会
長

　後
藤 

一
平

会
長

　伊
藤 

ふ
さ
江

会
長

　吉
野 

房
子

会
長

　式
場 

翼
男

会
長

　手
塚 

麻
美

会
長

　佐
藤 

勝

会
長

　黒
田 

幸
英

会
長

　村
山 

勝
代

　
定
例
会
時
に
福
祉
等
関
係
機
関
の
講
師

を
招
き
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問

活
動
、
募
金
活
動
、
学
校
応
援
団
、
高
齢

者
を
支
援
す
る
会
、
通
学
の
見
守
り
、
会

食
サ
ー
ビ
ス
等
、
地
区
の
様
々
な
事
業
に

参
加
・
協
力
し
、
地
域
と
共
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

増
林
地
区

　
当
協
議
会
は
、
毎
月
の
定
例
会
を
開
催

し
委
員
と
の
情
報
交
換
に
努
め
て
い
ま

す
。
４
部
会
あ
る
各
部
会
で
は
、
地
区
内

の
小
中
学
校
や
介
護
施
設
等
の
見
学
・
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
は
高
齢
者
宅

の
戸
別
訪
問
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■発生件数

子どもへの不審な声掛け発生時間帯 ※埼玉県警ホームページより

「みまもり」とは犬の散歩を
しながら

通勤しながら

お買物の
往き帰りで

ガーデニングしながら

ウオーキング
しながら

公園で子どもと
遊びながら

家の回りを
掃除しながら

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
向
け
の

ふ
れ
あ
い
収
集
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【対象となる方】
（１）65歳以上の者のみの世帯
（２）障がいを有する者のみの世帯
（３）その他市長が必要と認める世帯
【収集方法】
一般収集と同様に分別して出す。
週１回、市の職員が訪問して収集。
【申請から実施までの流れ】
（１）リサイクルプラザ業務担当までご相談する。
（２）職員による訪問調査を行い、状況を確認。
（３）実施の有無を決定し、収集を開始。

※

越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ふ
れ
あ
い
収
集
の
内
容

0

100

200

300

400

500

600
件

20
時

19
時

17
時

18
時

16
時

15
時

14
時

13
時

12
時

11
時

10
時
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就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
「
ひ
よ
せ
」

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
「
ひ
よ
せ
」

交
流
活
動
紹
介

【
連
絡
先
】「
ひ
よ
せ
」

越
谷
市
弥
栄
町
１‒

１
９
５‒

１
７
２

担
当
／
山
田 

浩
嗣

☎
０
４
８‒

９
４
０‒

１
４
１
３

【
連
絡
先
】「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

越
谷
市
恩
間
新
田
２
４
９

☎
０
４
８‒

９
７
５‒

８
５
１
１

障
が
い
者
通
所
施
設

「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

障
が
い
者
通
所
施
設

「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

越谷市ふれあいの日の活動

「喫茶べしみ」での店員

【
連
絡
先
】

越
谷
市
赤
山
町
１‒

42‒

９

☎
０
４
８‒

９
６
６‒

１
０
０
２

開
館
時
間
／
11
時
〜
18
時

休
館
日
／
日
・
水
・
祝

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　
　「越
谷
絵
本
館
」

今
日
も
い
き
い
き
楽
し
く
活
動

ケ
ア
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

中
学
生
の
約
17
人
に
１
人
、

高
校
生
の
約
24
人
に
１
人

障がいや病気のある家族に
代わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

目の離せない家族の見守
りや声掛けなどの気遣い
をしている

日本語が第一言語ではない
家族や障がいのある家族の
ために通訳をしている

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族の
看病をしている

アルコール・薬物・ギャ
ンブル問題を抱える家族
に対応している

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

家族に代わり、幼いきょ
うだいの世話をしている

37,552
47,753 49,365

58,159

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
0

20,000

40,000

60,000
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【図１】相談件数

介護予防・日常生活
総合支援事業

【図２】相談内容内訳

居宅
サービス

医療・健康 要介護
認定

認知症 単身者
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
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■ 平成30年
■ 令和元年
■ 令和２年
■ 令和３年

※コロナ禍ですがサロン形式で毎回楽しい催しを計画されているようです。
　参加希望の方は直接お問い合わせください。

第３月曜

第２火曜

第２水曜

第３月曜

第１金曜

第３木曜

第３金曜

地
区
セ
ン
タ
ー

桜　井 「あすぱるのつどい」 ☎048-970-7600

荻　島 「荻島ふじばかま」 ☎048-974-9555

出　羽 「チューリップ出羽」 ☎048-940-7521

南越谷 「南越谷地域交流」 ☎048-990-1200

越　谷 「シニアカフェ越谷」 ☎048-965-3093

大　沢 「大沢カトレア会」 ☎048-976-5800

北越谷 「来らんしょ北越谷」 ☎048-976-5758

第１木曜　１月のみ第２

第４木曜　12月のみ第３

第３木曜　偶数月のみ

第１金曜　１月のみ第２

第２金曜　偶数月のみ

交
流
館

蒲　生
 「蒲生地区A」 

☎048-988-0960
 「蒲生地区B」 

南　部 「蒲生南部」 ☎048-988-8579

赤　山 「赤山すみれ会」 ☎048-963-1551

大袋北 「つどい北」 ☎048-971-1010

※出典：厚生労働省ホームページより

　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
一
般
企
業
へ
の

就
職
が
不
安
、
あ
る
い
は
困
難
な

場
合
に
、
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

で
軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を
お

こ
な
う
こ
と
が
可
能
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
障
が
い
や
体
調
に
あ
わ
せ
て
自

分
の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
一
般
就
労
や
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
へ
の
移
行
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ひ

よ
せ
で
は
知
的
、
精
神
障
が
い
者

や
ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
の
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
定

員
に
空
き
が
あ
り
、
一
緒
に
働
く

仲
間
を
募
集
中
で
す
。
ひ
よ
せ
で

は
野
菜
を
作
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
並

べ
て
い
ま
す
。
畑
の
見
学
だ
け
で

も
可
能
で
す
。
ま
た
室
内
で
内
職

作
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
せ
通
信
初
夏
号
よ
り

　
ひ
よ
せ
事
業
所
で
は
主
な
農
作

越
谷
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
増
加
傾
向

物
と
し
て
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て

お
り
、
約
１
万
本
が
収
穫
の
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク

は
晴
れ
が
続
い
た
日
に
し
か
収
穫

で
き
ま
せ
ん
。そ
の
わ
ず
か
な
チ
ャ

ン
ス
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
は
、
芽

や
根
の
カ
ッ
ト
作
業
の
後
、
生
ニ

ン
ニ
ク
や
乾
燥
ニ
ン
ニ
ク
に
加
工

さ
れ
、
越
谷

市
内
の
ヨ
ー

ク
マ
ー
ト
や

ア
ル
コ
等
で

販
売
さ
れ
ま

す
。

ひ
よ
せ
の
栽
培
の
特
徴

・
農
薬
、
化
学
肥
料
不
使
用
。

・
雨
水
を
散
水
に
利
用
。

・
種
の
神
様
「
野
口
種
苗
」
の
種

を
使
用
、
自
家
採
種
。

・
マ
ル
チ
シ
ー
ト
で
雑
草
を
抑
制
。

・
防
虫
ネ
ッ
ト
で
害
虫
よ
け
。

・
防
風
ネ
ッ
ト
で
強
風
対
策
。

・
自
家
製
堆
肥
を
作
っ
て
い
ま
す
。

・
乳
酸
菌
を
ま
い
て
土
壌
微
生
物

を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

・
太
陽
熱
消
毒
を
し
て
、
自
然
の

力
で
雑
草
の
抑
制
と
病
気
・
害

虫
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

・
在
来
種
の
お
野
菜
に
挑
戦
、
み

ん
な
の
心
の
結
集
で
育
て
て
い

ま
す
。

　
わ
ら
じ
の
会
は
、「
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
地
域
で
共
に
生

き
る
」
を
も
と
に
、
１
９
７
８
年

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
会

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
つ
ぐ
み

共
生
会
」
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
共
に

生
き
る
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
か

が
し
座
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

武
里
団
地
で
ス
タ
ー
ト
し
、
越
谷

市
、
春
日
部
市
を
中
心
と
し
た
バ

ザ
ー
は
40
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
を
要
望
し
続
け
、
今
で
は
ど
の

駅
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
中
の
「
社
会
福
祉
法
人
つ
ぐ
み

共
生
会
」
の
「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー

べ
し
み
」
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
べ
し
み
で
は
、
生
活
介
護
事
業

所
に
通
所
し
て
い
る
人
が
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
市

内
の
様
々
な
人
た
ち
と
交
流
し
な

が
ら
市
役
所
裏
の
元
荒
川
沿
い
に

あ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
ミ
ニ
バ

ザ
ー
を
し
た
り
、
県
庁
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
出
張
販
売
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
べ
し
み

の
施
設
内
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
障
が
い
者
が
店
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

に
は
軽
食
も
あ
り
、
一
般
の
方
々

も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
活
動
す
る
中
で
、
お
互
い
知

り
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
見
学
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
本
来
、
大
人
が
担
う
と
思
わ
れ

る
、
家
庭
内
の
家
事
や
家
族
の
介

護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は

　
下
図
の
よ
う
に
障
が
い
や
病
気

の
あ
る
家
族
の
た
め
に
、
食
事
や

入
浴
、
ト
イ
レ
の
補
助
、
介
助
を

家
族
に
代
わ
っ
て
行
い
、
買
い
物
、

料
理
、
洗
濯
、
身
辺
の
世
話
等
の

様
々
な
家
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
い
兄
弟
の
た
め
に
、
身

の
回
り
の
世
話
や
保
育
園
の
送
迎

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
家
計
を
支
え
る
た
め

ア
ル
バ
イ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

更
に
様
々
な
依
存
症
を
抱
え
る
家

族
に
は
、
そ
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

介
護
、
介
助
が
必
要
な
人
は
、
親
、

祖
父
母
、兄
弟
等
、多
様
に
わ
た
り
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
情
況
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
公
表
さ
れ
た
調
査
で
は
、

中
学
２
年
生
の
約
17
人
に
１
人
、

高
校
２
年
生
の
約
24
人
に
１
人
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
し
、
そ

の
家
族
の
世
話
に
１
日
７
時
間
以

上
も
費
や
す
子
ど
も
も
い
ま
す
。

家
族
の
世
話
や
介
護
、
介
助
に
追

わ
れ
る
こ
と
で
、
本
来
の
学
業
や

学
生
生
活
に
時
間
を
割
く
こ
と
が

で
き
ず
、
学
力
低
下
は
も
と
よ
り
、

将
来
の
希
望
や
進
路
に
障
害
と
な

り
、
進
路
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
力
や
健
康
不
安
に
も

な
り
、
部
活
動
や
友
達
と
遊
ぶ
時

間
が
な
く
、
交
友
関
係
が
築
け
ず

孤
独
を
感
じ
、
精
神
的
に
不
安
定

に
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家

庭
内
の
問
題
な
の
で
実
態
の
把
握

が
難
し
い
上
に
、
当
事
者
の
子
ど

も
自
身
が
そ
の
生
活
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
て
、
困
っ

た
と
き
に
声
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
誰
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
に
助
け
を
求
め
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い

場
合
が
多
く
、
表
面
化

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。

全
国
初

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定

　
令
和
２
年
３
月
に
全

国
初
の
「
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

家
族
の
世
話
や
介
護
な

ど
を
し
て
い
る
高
校
生

を
対
象
に
『
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

サ
ロ
ン
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
同
士
が
気
軽
に
集

い
、
悩
み
や
不
安
を
打
ち
明
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う

当
事
者
の
団
体
が
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

必
要
な
支
援

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
声
に
耳
を
傾
け
、
隠
れ
た
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
に
は
学
校
の
欠
席
や
遅
刻
、

早
退
の
多
い
中
学
生
や
高
校
生
へ

の
声
掛
け
、
自
治
会
や
ご
近
所
な

ど
の
幅
広
い
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
高
齢
者
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
不
安
や
心
配
事
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
に
相
談
を
し
に
く

い
状
況
が
あ
る
た
め
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
地
域

包
括
ケ
ア
課
に
取
材
し
ま
し
た
。

　
越
谷
市
に
は
12
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
高
齢
者
等

が
住
み
慣
れ
た
越
谷
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要
な
援
助
・

支
援
を
総
合
的
に
行
う
「
高
齢
者

の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
」に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、①
総
合
的
な
相
談
の
支
援

②
権
利
擁
護
③
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
④
包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
４
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。介
護
・
医
療
・

保
健
・
福
祉
な
ど
の
専
門
知
識
を

持
っ
た
職
員
が
在
籍
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
無
料
相
談
で
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

年
間
の
相
談
件
数
は
、
図
１
の
よ

う
に
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
５
万
８
千
１
５
９
件

に
な
り
、
平
成
30
年
度
の
１
・
54

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
相

談
件
数
上
位
６
項
目
が
図
２
と
な

り
ま
す
。
相
談
件
数
の
増
加
に
伴

い
、
各
項
目
と
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
に
多
い
相
談
が
居
宅
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
・
健
康
に
関
す
る
相

談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
相
談
件
数
が
増
加

し
、
相
談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
職
員
は
専
門
性
を
発
揮

し
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
が
見
え
な
い
状
況
な
の
で
、

何
か
不
安
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
早
く
相

談
を
し
て
、
そ
の
対
応
策
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
　
＊
　
＊

　
越
谷
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
の

住
宅
街
の
中
に
あ
り
、
オ
ー
プ
ン

23
年
目
に
な
り
ま
す
。
街
か
ど
の

ミ
ニ
図
書
館
・
美
術
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」
幅
広
く
交

流
し
た
り
、
楽
し
ん
で
「
福
祉
・
文

化
・
芸
術
」
の
発
信
が
高
め
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
「
場
」
を

多
彩
に
活
用
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ（
非

営
利
）団
体
で
す
。ご
希
望
で
展
示
、

会
議
、
教
室
な
ど
に
お
貸
し
し
て

い
ま
す
が
、
企
画
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

絵
画
、
手
芸
品
、
染
め
物
な
ど
月

に
１
、
２
回
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。

常
時
た
く
さ
ん
の
委
託
品
が
並
び
、

手
づ
く
り
品
の
温
も
り
、
技
が
光

り
ま
す
。
５
つ
の
作
業
所
の
木
工
、

ク
ッ
キ
ー
、
は
と
笛
な
ど
も
あ
り
支

援
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
催
し
は
定
期
的
に
毎
月
１
回
の

『
朗
読
の
会
』『
癒
し
を
誘
う
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
』、
季
節

毎
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
の
『
音
楽
か

ふ
ぇ
』。
年
１
回
の
５
月
『
朗
読
の

会
』、
７
月
『
平
和
を
伝
え
る
語
り

と
音
楽
の
集
い
』、
11
月
『
秋
の
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
』、
12
月
『
ク
リ
ス

マ
ス
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
教
室
は
２
階
で
折
り
紙
や
絵
手

紙
、
押
し
花
、
編
み
物
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
刺
繍
な
ど
を
行
い
、
フ
エ
ル

ト
講
座
、
幼
児
〜
小
学
生
の
学
習

教
室
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
畳
コ
ー
ナ
ー
で
は
赤

ち
ゃ
ん
が
昼
寝
を
し
た
り
、
親
子

で
お
弁
当
を
食
べ
る
場
面
を
見
る

と
「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
う
れ
し
い
」

と
思
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
孫

の
い
な
い
方
も
子
ど
も
た
ち
と「
こ

ん
に
ち
は
」
と
言
い
合
う
だ
け
で

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
し
、
家
や

学
校
や
職
場
で
も
な
い
お
気
に
入

り
の
場
を
持
っ
た
り
、
人
や
物
と

の
出
会
い
は
気
持
ち
を
豊
か
に
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
玄
関
の
入
口
に
団
体
や
個
人
の

情
報
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
し
、

お
し
ゃ
べ
り
で
は
情
報
交
換
や
よ

ろ
ず
相
談
に
発
展
し
ま
す
の
で
、

探
し
物
や
困
り
ご
と
の
時
も
ひ
ょ

い
っ
と
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
１
１
０
番
も
受
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す

が
、
先
輩
の
お
客
様
に
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の

今
、
ま
だ
ま
だ
生
涯
現
役
の
つ
も

り
で
健
康
で
お
し
ゃ
れ
に
頑
張
ろ

う
と
話
し
て
い
ま
す
。

※

「
ひ
よ
せ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
引
用
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就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
「
ひ
よ
せ
」

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
「
ひ
よ
せ
」

交
流
活
動
紹
介

【
連
絡
先
】「
ひ
よ
せ
」

越
谷
市
弥
栄
町
１‒

１
９
５‒

１
７
２

担
当
／
山
田 

浩
嗣

☎
０
４
８‒

９
４
０‒

１
４
１
３

【
連
絡
先
】「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

越
谷
市
恩
間
新
田
２
４
９

☎
０
４
８‒

９
７
５‒

８
５
１
１

障
が
い
者
通
所
施
設

「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

障
が
い
者
通
所
施
設

「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
」

越谷市ふれあいの日の活動

「喫茶べしみ」での店員

【
連
絡
先
】

越
谷
市
赤
山
町
１‒

42‒

９

☎
０
４
８‒

９
６
６‒

１
０
０
２

開
館
時
間
／
11
時
〜
18
時

休
館
日
／
日
・
水
・
祝

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　
　「越
谷
絵
本
館
」

今
日
も
い
き
い
き
楽
し
く
活
動

ケ
ア
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

中
学
生
の
約
17
人
に
１
人
、

高
校
生
の
約
24
人
に
１
人

障がいや病気のある家族に
代わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

目の離せない家族の見守
りや声掛けなどの気遣い
をしている

日本語が第一言語ではない
家族や障がいのある家族の
ために通訳をしている

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族の
看病をしている

アルコール・薬物・ギャ
ンブル問題を抱える家族
に対応している

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

家族に代わり、幼いきょ
うだいの世話をしている

37,552
47,753 49,365

58,159

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
0

20,000

40,000

60,000

80,000

件数

【図１】相談件数

介護予防・日常生活
総合支援事業

【図２】相談内容内訳

居宅
サービス

医療・健康 要介護
認定

認知症 単身者
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

件数

■ 平成30年
■ 令和元年
■ 令和２年
■ 令和３年

※コロナ禍ですがサロン形式で毎回楽しい催しを計画されているようです。
　参加希望の方は直接お問い合わせください。

第３月曜

第２火曜

第２水曜

第３月曜

第１金曜

第３木曜

第３金曜

地
区
セ
ン
タ
ー

桜　井 「あすぱるのつどい」 ☎048-970-7600

荻　島 「荻島ふじばかま」 ☎048-974-9555

出　羽 「チューリップ出羽」 ☎048-940-7521

南越谷 「南越谷地域交流」 ☎048-990-1200

越　谷 「シニアカフェ越谷」 ☎048-965-3093

大　沢 「大沢カトレア会」 ☎048-976-5800

北越谷 「来らんしょ北越谷」 ☎048-976-5758

第１木曜　１月のみ第２

第４木曜　12月のみ第３

第３木曜　偶数月のみ

第１金曜　１月のみ第２

第２金曜　偶数月のみ

交
流
館

蒲　生
 「蒲生地区A」 

☎048-988-0960
 「蒲生地区B」 

南　部 「蒲生南部」 ☎048-988-8579

赤　山 「赤山すみれ会」 ☎048-963-1551

大袋北 「つどい北」 ☎048-971-1010

※出典：厚生労働省ホームページより

　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
と
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
一
般
企
業
へ
の

就
職
が
不
安
、
あ
る
い
は
困
難
な

場
合
に
、
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

で
軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を
お

こ
な
う
こ
と
が
可
能
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
障
が
い
や
体
調
に
あ
わ
せ
て
自

分
の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
一
般
就
労
や
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
へ
の
移
行
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ひ

よ
せ
で
は
知
的
、
精
神
障
が
い
者

や
ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
の
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
定

員
に
空
き
が
あ
り
、
一
緒
に
働
く

仲
間
を
募
集
中
で
す
。
ひ
よ
せ
で

は
野
菜
を
作
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
並

べ
て
い
ま
す
。
畑
の
見
学
だ
け
で

も
可
能
で
す
。
ま
た
室
内
で
内
職

作
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
せ
通
信
初
夏
号
よ
り

　
ひ
よ
せ
事
業
所
で
は
主
な
農
作

越
谷
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
増
加
傾
向

物
と
し
て
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て

お
り
、
約
１
万
本
が
収
穫
の
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ニ
ン
ニ
ク

は
晴
れ
が
続
い
た
日
に
し
か
収
穫

で
き
ま
せ
ん
。そ
の
わ
ず
か
な
チ
ャ

ン
ス
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
は
、
芽

や
根
の
カ
ッ
ト
作
業
の
後
、
生
ニ

ン
ニ
ク
や
乾
燥
ニ
ン
ニ
ク
に
加
工

さ
れ
、
越
谷

市
内
の
ヨ
ー

ク
マ
ー
ト
や

ア
ル
コ
等
で

販
売
さ
れ
ま

す
。

ひ
よ
せ
の
栽
培
の
特
徴

・
農
薬
、
化
学
肥
料
不
使
用
。

・
雨
水
を
散
水
に
利
用
。

・
種
の
神
様
「
野
口
種
苗
」
の
種

を
使
用
、
自
家
採
種
。

・
マ
ル
チ
シ
ー
ト
で
雑
草
を
抑
制
。

・
防
虫
ネ
ッ
ト
で
害
虫
よ
け
。

・
防
風
ネ
ッ
ト
で
強
風
対
策
。

・
自
家
製
堆
肥
を
作
っ
て
い
ま
す
。

・
乳
酸
菌
を
ま
い
て
土
壌
微
生
物

を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

・
太
陽
熱
消
毒
を
し
て
、
自
然
の

力
で
雑
草
の
抑
制
と
病
気
・
害

虫
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

・
在
来
種
の
お
野
菜
に
挑
戦
、
み

ん
な
の
心
の
結
集
で
育
て
て
い

ま
す
。

　
わ
ら
じ
の
会
は
、「
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
地
域
で
共
に
生

き
る
」
を
も
と
に
、
１
９
７
８
年

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
会

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
つ
ぐ
み

共
生
会
」
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
共
に

生
き
る
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
か

が
し
座
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

武
里
団
地
で
ス
タ
ー
ト
し
、
越
谷

市
、
春
日
部
市
を
中
心
と
し
た
バ

ザ
ー
は
40
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
を
要
望
し
続
け
、
今
で
は
ど
の

駅
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
中
の
「
社
会
福
祉
法
人
つ
ぐ
み

共
生
会
」
の
「
く
ら
し
セ
ン
タ
ー

べ
し
み
」
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
べ
し
み
で
は
、
生
活
介
護
事
業

所
に
通
所
し
て
い
る
人
が
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
市

内
の
様
々
な
人
た
ち
と
交
流
し
な

が
ら
市
役
所
裏
の
元
荒
川
沿
い
に

あ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
ミ
ニ
バ

ザ
ー
を
し
た
り
、
県
庁
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
出
張
販
売
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
べ
し
み

の
施
設
内
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
障
が
い
者
が
店
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

に
は
軽
食
も
あ
り
、
一
般
の
方
々

も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
活
動
す
る
中
で
、
お
互
い
知

り
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
見
学
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
本
来
、
大
人
が
担
う
と
思
わ
れ

る
、
家
庭
内
の
家
事
や
家
族
の
介

護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は

　
下
図
の
よ
う
に
障
が
い
や
病
気

の
あ
る
家
族
の
た
め
に
、
食
事
や

入
浴
、
ト
イ
レ
の
補
助
、
介
助
を

家
族
に
代
わ
っ
て
行
い
、
買
い
物
、

料
理
、
洗
濯
、
身
辺
の
世
話
等
の

様
々
な
家
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
い
兄
弟
の
た
め
に
、
身

の
回
り
の
世
話
や
保
育
園
の
送
迎

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
家
計
を
支
え
る
た
め

ア
ル
バ
イ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

更
に
様
々
な
依
存
症
を
抱
え
る
家

族
に
は
、
そ
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

介
護
、
介
助
が
必
要
な
人
は
、
親
、

祖
父
母
、兄
弟
等
、多
様
に
わ
た
り
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
情
況
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
公
表
さ
れ
た
調
査
で
は
、

中
学
２
年
生
の
約
17
人
に
１
人
、

高
校
２
年
生
の
約
24
人
に
１
人
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
し
、
そ

の
家
族
の
世
話
に
１
日
７
時
間
以

上
も
費
や
す
子
ど
も
も
い
ま
す
。

家
族
の
世
話
や
介
護
、
介
助
に
追

わ
れ
る
こ
と
で
、
本
来
の
学
業
や

学
生
生
活
に
時
間
を
割
く
こ
と
が

で
き
ず
、
学
力
低
下
は
も
と
よ
り
、

将
来
の
希
望
や
進
路
に
障
害
と
な

り
、
進
路
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
力
や
健
康
不
安
に
も

な
り
、
部
活
動
や
友
達
と
遊
ぶ
時

間
が
な
く
、
交
友
関
係
が
築
け
ず

孤
独
を
感
じ
、
精
神
的
に
不
安
定

に
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家

庭
内
の
問
題
な
の
で
実
態
の
把
握

が
難
し
い
上
に
、
当
事
者
の
子
ど

も
自
身
が
そ
の
生
活
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
て
、
困
っ

た
と
き
に
声
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
誰
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
に
助
け
を
求
め
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い

場
合
が
多
く
、
表
面
化

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。

全
国
初

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定

　
令
和
２
年
３
月
に
全

国
初
の
「
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

家
族
の
世
話
や
介
護
な

ど
を
し
て
い
る
高
校
生

を
対
象
に
『
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・

サ
ロ
ン
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
同
士
が
気
軽
に
集

い
、
悩
み
や
不
安
を
打
ち
明
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う

当
事
者
の
団
体
が
運
営
を
し
て
い

ま
す
。

必
要
な
支
援

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
声
に
耳
を
傾
け
、
隠
れ
た
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
に
は
学
校
の
欠
席
や
遅
刻
、

早
退
の
多
い
中
学
生
や
高
校
生
へ

の
声
掛
け
、
自
治
会
や
ご
近
所
な

ど
の
幅
広
い
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
る
見
守
り
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
高
齢
者
や
そ
の
家

族
に
と
っ
て
不
安
や
心
配
事
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
に
相
談
を
し
に
く

い
状
況
が
あ
る
た
め
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
地
域

包
括
ケ
ア
課
に
取
材
し
ま
し
た
。

　
越
谷
市
に
は
12
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
高
齢
者
等

が
住
み
慣
れ
た
越
谷
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要
な
援
助
・

支
援
を
総
合
的
に
行
う
「
高
齢
者

の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
」に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、①
総
合
的
な
相
談
の
支
援

②
権
利
擁
護
③
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
④
包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
４
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。介
護
・
医
療
・

保
健
・
福
祉
な
ど
の
専
門
知
識
を

持
っ
た
職
員
が
在
籍
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
無
料
相
談
で
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

年
間
の
相
談
件
数
は
、
図
１
の
よ

う
に
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
令

和
３
年
度
は
５
万
８
千
１
５
９
件

に
な
り
、
平
成
30
年
度
の
１
・
54

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
相

談
件
数
上
位
６
項
目
が
図
２
と
な

り
ま
す
。
相
談
件
数
の
増
加
に
伴

い
、
各
項
目
と
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
に
多
い
相
談
が
居
宅
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
・
健
康
に
関
す
る
相

談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
相
談
件
数
が
増
加

し
、
相
談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
職
員
は
専
門
性
を
発
揮

し
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

収
束
が
見
え
な
い
状
況
な
の
で
、

何
か
不
安
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
早
く
相

談
を
し
て
、
そ
の
対
応
策
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
　
＊
　
＊

　
越
谷
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
の

住
宅
街
の
中
に
あ
り
、
オ
ー
プ
ン

23
年
目
に
な
り
ま
す
。
街
か
ど
の

ミ
ニ
図
書
館
・
美
術
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」
幅
広
く
交

流
し
た
り
、
楽
し
ん
で
「
福
祉
・
文

化
・
芸
術
」
の
発
信
が
高
め
ら
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
「
場
」
を

多
彩
に
活
用
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ（
非

営
利
）団
体
で
す
。ご
希
望
で
展
示
、

会
議
、
教
室
な
ど
に
お
貸
し
し
て

い
ま
す
が
、
企
画
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

絵
画
、
手
芸
品
、
染
め
物
な
ど
月

に
１
、
２
回
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。

常
時
た
く
さ
ん
の
委
託
品
が
並
び
、

手
づ
く
り
品
の
温
も
り
、
技
が
光

り
ま
す
。
５
つ
の
作
業
所
の
木
工
、

ク
ッ
キ
ー
、
は
と
笛
な
ど
も
あ
り
支

援
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
催
し
は
定
期
的
に
毎
月
１
回
の

『
朗
読
の
会
』『
癒
し
を
誘
う
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
』、
季
節

毎
の
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
の
『
音
楽
か

ふ
ぇ
』。
年
１
回
の
５
月
『
朗
読
の

会
』、
７
月
『
平
和
を
伝
え
る
語
り

と
音
楽
の
集
い
』、
11
月
『
秋
の
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
』、
12
月
『
ク
リ
ス

マ
ス
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
教
室
は
２
階
で
折
り
紙
や
絵
手

紙
、
押
し
花
、
編
み
物
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
刺
繍
な
ど
を
行
い
、
フ
エ
ル

ト
講
座
、
幼
児
〜
小
学
生
の
学
習

教
室
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
、
畳
コ
ー
ナ
ー
で
は
赤

ち
ゃ
ん
が
昼
寝
を
し
た
り
、
親
子

で
お
弁
当
を
食
べ
る
場
面
を
見
る

と
「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
う
れ
し
い
」

と
思
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
孫

の
い
な
い
方
も
子
ど
も
た
ち
と「
こ

ん
に
ち
は
」
と
言
い
合
う
だ
け
で

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
し
、
家
や

学
校
や
職
場
で
も
な
い
お
気
に
入

り
の
場
を
持
っ
た
り
、
人
や
物
と

の
出
会
い
は
気
持
ち
を
豊
か
に
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
玄
関
の
入
口
に
団
体
や
個
人
の

情
報
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
し
、

お
し
ゃ
べ
り
で
は
情
報
交
換
や
よ

ろ
ず
相
談
に
発
展
し
ま
す
の
で
、

探
し
物
や
困
り
ご
と
の
時
も
ひ
ょ

い
っ
と
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
１
１
０
番
も
受
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す

が
、
先
輩
の
お
客
様
に
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の

今
、
ま
だ
ま
だ
生
涯
現
役
の
つ
も

り
で
健
康
で
お
し
ゃ
れ
に
頑
張
ろ

う
と
話
し
て
い
ま
す
。

※

「
ひ
よ
せ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
引
用
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地
域
の
「
み
ま
も
り
」
で

子
ど
も
の
安
全
を
！

GPS端末を使ってみて

利用者の感想

各地区民児協の活動紹介

認
知
症
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

【
受
付
窓
口
】

地
域
包
括
ケ
ア
課

☎
０
４
８‒

９
６
３‒

９
１
６
３

GPS端末

編集 後記

　
認
知
症
に
よ
り
外
出
時
に
行
方

不
明
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
々

に
、
耳
寄
り
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
越
谷
市
で
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
利
用
し
た
位
置
検
索
端
末
機

（
以
下
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
）
の
貸
し
出
し

を
助
成
す
る
、「
認
知
症
徘
徊
高
齢

者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
存
じ
で

す
か
。

　
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
、
対
象
と

な
る
高
齢
者
に
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
介
護
者
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
で
現
在
位
置
情
報
を
得
る
仕

組
み
で
す
。
介
護
者
の
携
帯
電
話

は
複
数
登
録
可
能
で
す
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
位
置
情
報
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
電
話
で
の
問
合
せ
に
よ
り
、

位
置
情
報
（
現
在
の
居
場
所
）
を

取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
課
が
窓
口
と
な

り
受
付
を
行
な
い
ま
す
。
利
用
料

は
月
額
９
０
０
円
。
助
成
対
象
者

は
市
内
に
住
所
を
有
し
、
認
知
症

に
よ
り
外
出
時
に
行
方
不
明
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
で
す
。

　
手
続
き
は
次
の
通
り
で
す
。
申

し
込
み
後
、
地
区
担
当
職
員
と
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、

介
護
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
申
請

後
に
支
援
が
決
ま
り
ま
す
と
、
端

末
を
扱
う
事
業
者
よ
り
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
と
取
扱
説
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
に
は
「
日
常
生
活

賠
償
補
償
制
度
」（
個
人
賠
償
責
任

保
険
）
が
付
い
て
お
り
、
偶
然
な

事
故
に
よ
り
相
手
方
か
ら
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
備
え
る

も
の
で
す
。
申
し
込
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
皆
様
に
と
っ
て
、

高
齢
者
が
知
ら
な
い
う
ち
に
外
出

し
行
方
不
明
に
な
れ
ば
、
心
配
で

気
が
休
ま
り
ま
せ
ん
。
一
度
利
用
し

て
み
れ
ば
そ
の
良
さ
が
分
り
ま
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
該
当
の

方
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
埼
玉
県
警
察
に
よ
る
と
、
18
才
以
下
の

子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
か
ら
の
声
か
け

が
、
令
和
３
年
に
は
県
内
で
３
千
28
件
、

越
谷
市
内
で
も
１
３
５
件
も
起
き
て
お

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
は
、
子
ど
も
へ
の
「
み
ま
も
り
隊
」

活
動
や
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の

防
犯
意
識
の
高
い
地
域
で
は
、
犯
罪
の
頻

度
は
低
い
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
の
周
囲

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
不
審
者
か
ら
子

ど
も
へ
の
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
も
「
み
ま
も
り
」
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
越
谷
市
で
は
、
ご
み
集
積

所
に
ご
み
を
持
ち
出
す
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
ご
自
宅
ま
で

訪
問
す
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ

て
声
か
け
に
よ
る
安
否
の
確

認
も
行
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
と
て
も
便
利
で
安
心
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
日
常
の
ゴ
ミ
出
し
で
お
困

り
の
方
は
、
左
記
ま
で
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
お
問
い
合
せ
】

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
４
８-

９
７
６-

５
３
７
５

　私は、認知症徘徊高齢者（以下本人
といいます）の介護をしている者とし
て、介護経験談をお話しいたします。
　コロナが蔓延し、「ステイホーム」が呼びかけられた時期
に仕方なく家に施錠をしたところ、本人は一段と外に出たが
り、出られないが故に心の安定が損なわれていくようでした。
　本人は、１日１回の散歩のため戸外に出ると、放たれた小
鳥のように嬉しそうに両手を大きく広げ深呼吸します。その
様子を見て日中は開錠すると決めました。案の定、昼夜関係
なく外出し、そのたびに後を追い、見守り続けることはつら
い作業でした。見失った時の不安と自責の念にかられながら、
無事帰った時は本当に安堵の涙でした。そして、何とか行き
先を把握できないものかと思い悩みました。
　そんな折り、在宅支援のケアマネージャーさんから、「認
知症徘徊高齢者家族支援サービス」の情報を聞き、申請する
と迅速な助成決定をいただき「GPS端末」が届きました。
約５cmほどの小さな端末機で、スマホに登録すると現在地
の確認ができます。GPS端末を身につけてもらってからは
後を追うこともなく、15分おきに位置を確認するだけで行動
がわかりました。現在地を示す「☆印」が動かなくなった時は、
異常が発生した可能性が大ですので、直ちにGPS情報を頼
りに出向きます。本人が自分の居場所がどこなのか分らなく
なっていたり、歩けなくなって立ちつくしていたりなどの
ケースがありました。
　GPS端末で守られた現在は、「～してはダメ」の禁止令を
使うのは大幅に減り、本人は自由に外出できています。介護
者にとっても精神的緊張が外れ、「行ってくる」「行ってらっ
しゃい」と、軽い心で送り出しています。私のこの経験が、
同じ境遇におられる方々にお役に立てれば幸いです。

　今号も、地域の皆様に民生委員の活動を
知ってもらえるような紙面づくりに心がけま
した。これからも、身近な相談役として、住

民と歩んでいき
たいと思います。
越谷13地区から
選出された25名
で制作しました。

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣に委嘱された非常勤特別職の
地方公務員です。高齢者や障がいのある方、子育て中の人などが安全
で安心して暮らせるよう支援しているボランティアです。法律により
守秘義務が課せられています。安心して相談してください。

民生委員・児童委員

あなたのまちの相談相手あなたのまちの相談相手
もっと知ってほしい !　民生委員・児童委員のこと

　高齢での生活不安、介護の悩み、障がい者の
支援など、様々な相談に応じています。相談内
容にあわせて福祉サービス
の紹介や、地域の専門機関
とのつなぎ役をしています。

主任児童委員

　民生委員・児童委員と
ともに学校や児童相談所
などと連携し、子どもや
子育てに関する支援を
行っています。

何かあったのかしら？
行政に連絡してみよう

お変わり
ありませんか？

医療・健康、
介護予防・予防
サービス等の相談

相談を受ける

訪問する

地域活動
健康体操
ふれあいサロン
子育てサロン

見守る

大
袋
地
区

　
越
谷
市
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
民
児
協
で

す
。
地
域
性
が
大
き
い
の
で
、
地
域
ご
と

に
７
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
情
報
交
換
や

共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
施
設

見
学
研
修
、
小
中
学
校
と
の
懇
談
会
や
地

域
福
祉
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
沢
地
区

　
大
沢
地
区
の
民
生
委
員
は
民
生
委
員
信

条
の
「
隣
人
愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
」
を
基
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
定
例
会
で
は
、
民
生
委
員
活
動
の

よ
り
深
い
知
識
や
具
体
的
活
動
の
解
決
策

を
得
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
越
谷
地
区

　
北
越
谷
地
区
は
少
数
な
ら
で
は
の
ま
と

ま
り
の
あ
る
協
議
会
で
す
。
高
齢
者
向
け

サ
ロ
ン
（
月
１
回
）
や
介
護
予
防
体
操
（
週

１
回
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

通
学
の
見
守
り
や
さ
く
ら
ま
つ
り
、
地
区

文
化
祭
に
参
加
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

越
ヶ
谷
地
区

　
地
域
の
方
々
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
心
が
け
、
見
守
り
活
動
や
自
治

会
・
小
中
学
校
と
の
情
報
交
換
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
、
委
員
同
士
も
お

互
い
の
持
て
る
力
を
出
し
合
い
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

南
越
谷
地
区

　
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
赤
い

羽
根
共
同
募
金
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
へ

の
参
加
、地
区
小
中
学
校
へ
の
学
校
訪
問
、

研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

講
演
会
等
へ
の
参
加
で
委
員
の
交
流
を
計

り
つ
つ
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

大
相
模
地
区

　
毎
月
の
定
例
会
で
は
委
員
間
の
意
見
・

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

動
橋
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
文

化
祭
に
参
加
し
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
協
議
会
は
「
明
る
く
・
楽
し
く

活
動
し
よ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

川
柳
地
区

　
川
柳
地
区
は
、
13
名
の
民
生
委
員
・
主

任
児
童
委
員
で
定
例
会
を
中
心
に
見
守
り

や
声
か
け
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
、
小
中

学
校
と
連
携
し
地
域
福
祉
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
民
生
委
員
活
動
を
地
域
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い

き
ま
す
。

蒲
生
地
区

　
地
区
協
議
会
で
は
４
部
会
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
各
部
会
で
は
関
係
施

設
へ
の
視
察
研
修
や
講
師
を
招
き
委
員
全

員
で
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
や

委
員
間
で
の
情
報
共
有
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

出
羽
地
区

　
地
区
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
福
祉
関
連

施
設
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

夏
休
み
に
は
地
区
小
学
校
の
教
員
お
よ
び

学
区
内
の
民
生
委
員
が
集
ま
り
、
学
校
や

地
域
生
活
、
登
下
校
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

荻
島
地
区

　
民
生
委
員
活
動
は
高
齢
者
か
ら
未
就
学

児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は

見
守
り
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
相
談
内

容
が
難
し
い
際
は
定
例
会
等
で
委
員
全
員

で
共
有
し
て
い
ま
す
。
荻
島
地
区
の
人
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
し
て

い
ま
す
。

新
方
地
区

　
新
方
地
区
は
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
の

高
い
地
域
で
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、

高
齢
者
支
援
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
内
の
小
中
学
校
と
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
や

地
区
フ
ェ
ス
タ
等
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

桜
井
地
区

会
長

　得
上 

成
子

会
長

　中
山 

和
子

会
長

　齊
藤 

峰
雄

会
長

　島
村 

久
孝

会
長

　松
原 

勝
男

会
長

　後
藤 

一
平

会
長

　伊
藤 

ふ
さ
江

会
長

　吉
野 

房
子

会
長

　式
場 

翼
男

会
長

　手
塚 

麻
美

会
長

　佐
藤 

勝

会
長

　黒
田 

幸
英

会
長

　村
山 

勝
代

　
定
例
会
時
に
福
祉
等
関
係
機
関
の
講
師

を
招
き
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問

活
動
、
募
金
活
動
、
学
校
応
援
団
、
高
齢

者
を
支
援
す
る
会
、
通
学
の
見
守
り
、
会

食
サ
ー
ビ
ス
等
、
地
区
の
様
々
な
事
業
に

参
加
・
協
力
し
、
地
域
と
共
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

増
林
地
区

　
当
協
議
会
は
、
毎
月
の
定
例
会
を
開
催

し
委
員
と
の
情
報
交
換
に
努
め
て
い
ま

す
。
４
部
会
あ
る
各
部
会
で
は
、
地
区
内

の
小
中
学
校
や
介
護
施
設
等
の
見
学
・
訪

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
は
高
齢
者
宅

の
戸
別
訪
問
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■発生件数

子どもへの不審な声掛け発生時間帯 ※埼玉県警ホームページより

「みまもり」とは犬の散歩を
しながら

通勤しながら

お買物の
往き帰りで

ガーデニングしながら

ウオーキング
しながら

公園で子どもと
遊びながら

家の回りを
掃除しながら

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
向
け
の

ふ
れ
あ
い
収
集
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【対象となる方】
（１）65歳以上の者のみの世帯
（２）障がいを有する者のみの世帯
（３）その他市長が必要と認める世帯
【収集方法】
一般収集と同様に分別して出す。
週１回、市の職員が訪問して収集。
【申請から実施までの流れ】
（１）リサイクルプラザ業務担当までご相談する。
（２）職員による訪問調査を行い、状況を確認。
（３）実施の有無を決定し、収集を開始。

※

越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ふ
れ
あ
い
収
集
の
内
容
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